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一般社団法人環びわ湖大学・地域コンソーシアム 

令和２年度 第２回（臨時）総会議事録 

（文中敬称略） 

１．開催日時 令和３年３月１８日（木） 

１６時００分から１７時３０分まで 

２．開催場所 Web によるテレビ会議 

３．出 席 者 

滋賀大学  （学 長 位田 隆一） 

滋賀県立大学  （理事長・学長 廣川 能嗣） 

龍谷大学  （副学長  長上 深雪） 

立命館大学  （学 長  仲谷 善雄） 

成安造形大学  （総務部総務課長 安井  誠） 

聖泉大学  （学 長  木村 知子） 

長浜バイオ大学 （学 長  蔡  晃植） 

びわこ学院大学 （学 長  沖田 行司） 

びわこリハビリテーション専門職大学 （学 長 山川 正信） 

滋賀文教短期大学 （湖国カルチャーセンター長 池田 大輔） 

滋賀県 （副知事 西嶋 栄治） 

大津市 （政策調整部調整監 押栗 雅則） 

彦根市 （市 長  大久保 貴） 

長浜市 （総合政策部長  且本 安彦） 

甲賀市 （総合政策部長  野尻 善樹） 

東近江市  （企画部企画課長  山路 哲司） 

滋賀経済同友会 （事務局課長  山本 幸一） 

４．議決権行使書による出席者 

滋賀医科大学 

びわこ成蹊スポーツ大学 

滋賀短期大学 

放送大学滋賀学習センター 

草津市 

５．理事・監事の出席者 

理 事 位田隆一（理事長）、仲谷善雄、西嶋栄治、廣川能嗣、沖田行司 

監 事 蔡 晃植 

６．上記以外の出席者 

顧  問  仁連孝昭 

事 務 局（議事録の作成に係る職務を行った者） 

大菅 進、岡野裕美 
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正会員２２会員中、１７会員の出席、５会員の議決権行使書による出席により、総

会が有効に成立することを確認した後、位田隆一理事長が議長に就任し、開会を宣言

した。 

議事録署名人に、廣川能嗣滋賀県立大学長および山路哲司東近江市企画課長が選任

された。 

 

７．議  事 

１）審議事項 

第１号議案 令和３年度事業計画（案）について 

第１号議案については、資料１に基づき田畑 泉代表幹事より説明があった。 

採決の結果、全員異議なく原案どおり承認された。 

 

第２号議案 令和３年度収支予算（案）について 

第２号議案については、資料２に基づき大菅 進事務局長より説明があった。 

採決の結果、全員異議なく原案どおり承認された。 

 

第３号議案 代表者変更に伴う監事の選任について 

議長は、資料３に基づき、岡田修二監事（成安造形大学学長）が令和３年３

月３１日付で退任されるため、後任の監事に小嵜善通氏（成安造形大学次期学

長）を選任すること、任期を令和３年４月１日から令和４年３月３１日までと

することを提案し、採決の結果、全員異議なく原案どおり承認された。 

 

第４号議案 単位互換に関する包括協定の締結について 

第４号議案については、資料４に基づき大菅 進事務局長より、現在の単位

互換事業は、平成１７年３月に取り交された協定書に基づき行っていること、

本年度７月に、びわこリハビリテーション専門職大学が入会され、単位互換事

業を実施するにあたり同大学を含めた協定が必要であること、協定書の締結日

は本日を予定していることの説明があった。 

採決の結果、全員異議なく原案どおり承認され、協定書の締結日は、令和３

年３月１８日とすることとされた。 

 

２）報告事項 

１．令和３年度役員、幹事、事業委員会・事業部会体制について 

田畑 泉代表幹事より、資料５に基づき、役員、幹事、事業部会の主担当・

副担当など、令和３年度の体制の報告があった。 

 

２．令和２年度滋賀県委託事業概要の報告について 

仁連顧問より、資料６に基づき、令和２年度滋賀県委託事業の概要の報告が

あった。 

 

３）その他 

１．新型コロナウイルス感染症への対応について 

西嶋栄治滋賀県副知事より、各大学における新型コロナウイルス感染症の感
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染拡大防止対策、学生への周知等の対応について謝辞があり、資料７に基づき、

各大学に対して行った支援制度の利用状況や相談内容等の調査結果の概要に

ついて説明があった。 

続いて、位田隆一滋賀大学学長、廣川能嗣滋賀県立大学学長、長上深雪龍谷

大学副学長よりそれぞれの大学の対応事例などについて紹介があり、意見交換、

情報交換が行われた。 

２．その他 

西嶋栄治滋賀県副知事より、今月末をもって滋賀県副知事を退任する旨の挨

拶があり、議長より、後任の副知事が就任される４月１日付けをもって、一般

社団法人及び一般財団法人に関する法律第５８条第１項（社員総会の決議の省

略）に基づき「同意の書面により可決する旨の総会の決議」があったとみなす

手続きを行う旨の説明があった。 

以上で議事を終了し、議長は閉会を宣言した。 

以上の決議を明確にするため、この議事録を作成し、議長および議事録署名人がこ

れに記名押印する。 


